


























ゼッサントとドリアン･グレイを比較検討することにより､ワイルド自身の不安定な立場というものを論ずる｡フィッツジエラ の　『楽園のこちら側』　のエイモリーとドリアンの比較では'金銭と美の関係に焦点をあて'ワイルド作品において金銭は美を得るための手段であり'目的にはなりえないことを明らかにする｡ウィル･セルフの　『二人ドリアン』　 の比較においては'セ フの作品におい は経済的な力が随分と強調されていることを論じ'それによってワイルドのドリアンの特徴が一層際立つことを示す｡
第三部では　『真面目が肝心』　における食べ物の役割を考








カー･ワイルドの作品と人生を､階級という視点から論じ､今日的な問題意識から 家ワイルド とらえ直そ とする試みである｡全体はワイルドの生涯と作品の創作年代に沿って'三部構成になっている｡第一部'EarlyDays)は第一章と第二.章より成り､ワイルドのアメリカ体験と童話を論ずる｡ 二 'ThePictureoFDorianGT･ayinReta･tiontoOtherWriters は第三草から第五章までで､小説
『ドリアン･グレイの肖像』　をそれと影響関係をもつと思
われる三作品との比較において論ずる｡第三部'BasicNe･cessitiesofLife'は､第六章と第七章より成り'ワイの喜劇と実生活を食物 金銭 いうモチ フから分析する｡英文で書かれ'七草よ-成る本文 JIntroduction', 'C n･C-usion〉∴Notes∵WorksCi edVを加えて一行六四ストローク､7頁二五行で一 四頁(LAcknowtedgments',
博士論文　Oscar Wilde and Class57
hContentsVを除-)　になる｡
第一章'OscarWitdeinAmerica'では､アメリカ体験
がワイルドに及ぼした影響について論じている｡一八八二年､講演旅行で初めて渡米したワイルドは､アメリカの科学万能主義を否定的にとらえる7万､ ギリスにはない自由に惹かれる｡アイルランドの中産階級出身であるワイルドは､イギリスにおいて自助努力で生計をたてねばならなかったが､アメ カ講演旅行において自らを職業人として売り込んでいくこと､努力によって一定の地位 得るということを学 だ｡ワイルドは美を基準とした階級観をもち'芸術家を特権階級とする考えを唱道したが'それは彼自身が'生まれ 重んずるイギリスの社交界で生きてい- めの戦略でもあったと主張する｡一見経済活動 は無縁に思えるワイルドの唯美主義の思想が､実はそれと密接に結びついていたことを実証的に論じ､ステレオタイプなワド像を覆す優れた論考である｡
第二章.Class Consciousness in OscarWitde〉s Fairy











GrayandAmOryBlaineVでは　『ドリアン･グレイの肖像』　の主人公とアメリカの作家フィツツジエラルドの　『楽園のこちら側』　(一九二〇年)　の主人公を階級意識という観点から比較することによって､両者にとって 美と金銭の関係を明 かに を試み いる｡前者において富は｢安全｣を確保するためのもの､すなわち人生を心置きなく芸術的に過ごすため 手段であり､直接美と 結びかない｡一方､後者においては､美 金銭によって手に入れられるものであ-､美 到達するた には富を獲得すことが不可欠であるとの考え方から､富の追求が自己日的化されていったと指摘する｡第一章とも呼応して面白い英米の比較文学･文化論になっている｡また筆者は､『楽園のこちら側』　のエピグラフに　『ドリアン･グレイの肖像』の有名な警句が採られていることを指摘するなど フィッツジエラルドがワイルドの影響を受けていることを具体的に示している｡しかし､二つの作品の違い ､書かれた時
代背景の違いにはあまり触れず'イギリス社会とアメリカ社会それぞれの反映とする見方はやや図式的な印象を与える｡
第五章.TheTwoDorians:OscarWitdeandWittSetf
ではワイルドの　『ドリアン･グレイの肖像』　と二〇〇二年に発表され､一九八〇〜九〇年代を舞台にしたウィル･セルフ よる　『ドリアン　ー　ある模倣』を階級意識の観点から論じている｡ワイルドの　『ドリアン･グレイの肖像』　では､女優のシビルがドリアンに捨てられて自殺するエピソードがある｡後期ヴィクト 時 のイギリス おいて､上流階級の男性と女優の恋愛は単なる遊びと見なされていた｡しかしドリアンは一時はシビ との結婚を真剣に考え､また彼女を捨てた後､ドリアン 肖像画は醜-変化する｡ここに作者ワイル の倫理観が見られ'そ 倫理観は堅固な階級社会が変化 始めたことの反映でもあると指摘する｡
ウィル･セルフの　『ドリアン　-　ある模倣』　が設定され
ている一九八〇〜九〇年代には､｢スー パー ･クラス｣と呼ばれる新しい階層が､経済力をバックに社会 頂点にのし上がり､イギリスの階級社会に大きな変化をもたらした｡この小説では伝統的な上流階級に属する登場人物たちは'新しい能力主義社会に適応できずデカダンス的な生活を送っているが､主人公のド アンには､自堕落な人間のようでいて実は　｢スーパー･クラ ｣的な健康志向でバイタ





Earnest'では､ヴイクー ア時代の食習慣という観点からワイルドの喜劇　『真面目が肝心』　を論ずる｡この戯曲において何気なく交わされる機知にあふれる会話 中には､登場人物の階級を示す､ まざま 手掛かりがある｡食事をとる時間帯や､白いパン'バタ ､ー砂糖を好むと った指標から登場人物たちが上流階級に属しているこ を指摘し､彼らがヴィクーリア時代のマナーにどのよう っとった行動 Lt　またどういう点でそこから逸脱して滑稽な効果を生んでい かを詳細に論じている｡上流階級 食習慣とい 7見墳末なことがらへのこだわ- は､中産階級に属していた作者ワイルドの上流階級へのアンビヴアレント 思いが反映されていると 指摘は鋭い｡また主人公のアルジャーノンの過食症を思わせる言動は'単ユーモラスな効果をねら にしてはやや常軌を逸してるが'筆者はそこにワイルド自身 アルコー 依存症が無害化された形で表現されていると見ており'新し 解釈と
して注目に値する｡
第七章'TheRoleofMoneyinOscarWilde'sPlays､で
は､ワイルドの作品における　｢金銭｣　の役割を四つの喜劇を中心に論じ いる｡一九世紀末は､ビジネスによって成功した中産階級の台頭に､上流階級がおびやかされた時代であった｡ワイルド 喜劇では､金儲けを軽蔑する上流階級の人物と､職業をもち勤勉に働-ことを美徳とする中産階級の人物とが登場し､両者の会話から金銭への価値観違いが浮き彫りになる｡ワイルド自身は'芸術家という特権階級に属する者 て､金のことを気 せず道楽にふける貴族的な生き方を実践しようと ながら､職業 家として生活のために働かなくてはならないというジレンマに陥っていた｡ワイルドは当時の社会への反逆児として振る舞おうとしながら､実際は金銭に関 時代 価値観 しぼられていたと結論づける｡これについては' イルドは自身のジレンマのゆえに った価値観をもつ 人物を書きわけることができた､と 肯定的な解釈も可能であ ように思われるが､前章同様'新しい視点 らワイルドの喜劇を論じていて興味深 ｡
第1章から第七章まで'ワイルドおよび彼に関連するさ
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